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プ リスタック方式による入力システムについて

※ ※ ※ ※※

伴 直幸 ・二村祥一 ・景川耕宇 ・宇津宮孝一・

1.は じめに

九州大学大型計算機センターでは,今 年の3月 に機器構成 を変更(主 としてLCM(大 容量磁心記

憶装置)・高速磁気 ドラム装置の導入 と集合磁気ディスクパック装置の増強)し,1シ ステムでV一

カルバッ チ ・リモー トバッチ ・デマン ドジョブの同時 処理が,か な り効率的に行 なえるようにな り

ました.し か しなが ら,こ のシステムの大 きな欠点は,シ ステムダウン後の再開(翌 欝再開 も含み

ます)が 不可能なこととシステム入力装置であるカー ドリーダの実質的な読取 り速度(装 置の読取

り速度は最高1800枚/分)が 遅い とい うことです.私 達はシステムの再開処理 を自動的に行 ない,

カー ドリー ダの実質的な読取 り速度 を上げるための システム(以 下プ¥ス タック入力システムと略

す)を 開発 したので以下に報告 します.

2.プ リスタック入力システムの日 的

1で 述べ ましたプリ スタック入カシステム開発の目 的を,も う少 し詳し く説明することに します.

MV(FACOM230-60オ ペ レーティングシステム〉では,ジョブ 制御表ファイル(シ ステム入カプ

ログラムがジョブ ごとに作成す るもので,そ のジョブ に固有な情報をすべて表 としてまとめたもの〉

を大記憶に置 くことにより,読 込み途中および実行中ジョブ以外のすべてのジョ ブ 〈リモー トバッ

チ,デ マ ンドジョブ は除 く)の 再開処理が可能 となっています.し か しなが ら,当 センターではシ

ステム効率を向上 させるために,ジ ョブ制御表ファイル をLCMに 置 いている関係で,シ ステム再

開時にLCMが クリア され,MVが 提供 している再開機能が使用できません.

そ こで第1の 目的は,デ マ ン ドジョブ以外の実行 中のジョブ を含めて,シ ステムの再開処理を操

作員に負担 をかけないで自動的に行 なうことです.こ ・で誉う実行 中ジョブの再開 とは,実 行 が中

断された直後か ら再開するということではな く,第1ジ ョブステップからや り直す ということです.

第2の目 的は,カ ー ドリー ダの実質的な読取 り速度を上げることです.装 置の読取 り速度は1800枚

/分 なのになぜ?と い う疑問が湧いて くるのはもっともなことです.LCMに 置かれたジgフ 糊御表

ファイルは容量の制約 か ら,一 時に最大2oジ ョブ位の情報 しか貯えることができないため,他 のジ

ョブのシステム出力が終って,そ のジョブ が 占有 していた領域 を解放 していかない限 り,シ ステム

入力が中断 して しまうことにな ります.ま たジョブ 制御表ファイルの領域に余裕がある場合でも,

シ ステム入力装置からジョブデックを読む場合には,ジョブ 制御マクロ 文 の展開お よびジョブ制御

文の解釈に時間がかなりか ・るため,シ ステム入力装置がカー ドリー ダの場合には,特 にジョブ制

御マ クロを読込むとその後 しば らく読込み を中断するということにな ります。このような理由のた
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め,装 置の速度で読込 まれ るのはデータカー ドの時だけ とな り,操 作員のいらいらの大 きな原因に

な ります.プ リスタックにすることによりこの問題が解決する理由は3で 述べ ることに します.

以上のよ うな背景から,MVI/皿(FACOM230-60/75オ ペ レーティングシステム)で も,プ リスタ

ック方式を採用 しているようです.第3の 目的(こ れは副次的要素が強いのですが)は,第1の 目

的が達成されると,読 込みが済んだジョブデックは,再 度入力する必要がな くな り,利 用者がす ぐ

に持って帰れるようになるため,カ ー ドリーダの利用者へのオープンが可能 とな ります .

3.ス タック方式とプ リスタック方式の相違

3.1ス タ ック方式

注1)ジ ョブ制 御マ クロ展開後の ジョブ制御文の形式

注2)JQE(ジ ョブの制御表 の起点)はHCM(高 速磁心

記憶 装置)に,そ の他の制御表は ジョブ制御表ファ

イル(当 セン ター ではLCM)に 置かれ る

注3)上 記のよ うな標 準的な ジョブに必要 な表の数は約50

個 強である

図3.1ス タック方 式概念 図

システム入力プログラムは,ジ ョブデックの読込み,制 御文の解釈,制 御表の作成の3つ の処理

を行 ないながらシステム入力を続けていきます.こ のような入力の方式 をMVで は,ス タック方式の



入力 と呼んでいます.ス タック方式では,基 本制御文,ジ ョブ制御マ クロ文,デ ー タのカー ドによ

って以下のように3つ の異なった処理 をします.

(1)基 本制御文 カー ド($NO,$JOB,$EXEC,$FD,$JEND,$CONV,$NOCONV,$SET,

$IF,$REND,$*,$一)の 場合

$CONVな どのように制御表の作成が不要 な制御文は,解 釈後次のカー ドの処理に移 ります.

制 御表の作成が必要なものは,刷 御文 を解釈 しその内容を制御表に まとめてジョブ制御表ファイ

ルに書 出します.

②ジョブ 制御マ クロ文 カー ドの場合

基本制御文 およびデータカー ド以外で第1文 字が$で 始 まるものはジョブ制御マ クロ文 と見なさ

れ,シ ステム入力プログラム はマ クロ名をキーにしてジョブ 制御マクロ ファイルの中を検索し,

その内容 を主記憶に読込んで来て,ジ ョブ制御マ クロ文のオペランド部 で指定されたパラメータ

の値 をうめこみながら基本制御文列に展開 していきます(図3.1参 照).こ の処理にかなりの時

間がか ・るわけです.基 本制御文列に展開 された後の処理は(1)と同様です。

③ デー タカー ドの場合

$FD-FD名 ・{D譜A}の 基本制御文が鰍 されると・大記1意にこのジ・プの中でのみ働 とな

る一時ファイルが確保 されます.こ の文に続 くデー タ区切 り文 までの問の内容はデータとして,

そのファイルに書 き出されていきます,こ れ をデータファイルと言います。

以上の ような処理の後,結 局 ジョブデックはジョブ に関する制御表とデータファイルに変換 され

て,初 期のイメージは全 くな くなって しまいますから,ジョブ 制御表ファイルが書替えられ ると,

もはやジョブデックとの対応づけはで きな くなってしまいます.

3.2プ リスタック方式

馬 プ リスタック方式のシステム入力は
,読 込み部 と解釈 ・ジョブ制御表作成部 とを機能的に分けて

しまった もので,図3.2の ようになっています.

図3.2ブ リスタック方式概念 図



ロ

Reader部 は,カ ー ドリー ダからジ ョブデックを読込みなが ら,ジ ョブ単位にカー ドイメージ形式

のジ ョブファイルを作成 していき,そ の ジョブに必要 な情報をまとめたPJT(prestackjobtable)

をQCB(queuecontrolblock)に 接 続 します.Interpreter部 は,QCBにPJTが 接 続され ると動 き始

め,あ るアル ゴリズムに従ってQCBか らジョブの情報 を取 り出し,そ の後はスタック方式 のシス

テム入力プログラムのカー ドリーダ読込み部分が大記憶のジョブファイルに変っただけで残 りの部

分は同様の手順 とな ります.こ の ようにするとスタック方式の場顧 こ起 きた読取 り速度の問題はプ

リスタックボ リューム とプ リスタック入力解釈部の間の問題に転嫁 されますので,読 込み部はプリ

スタックボリュームの容量が許す かぎりはほぼカー ドリーダの装置の速度でカー ドを読みます し,

ジ ョブファイルをシステム出力完了時 まで保存 しておけば,シ ステム再開処理はジョブ制御表ファ

イルの内容がなくて も行 なえることになります.

4.プ リスタック入力システムの構成 と機能

私達はプリスタック入力システム を現システム(現 機器構成 とMV)の 中 で実現するために,プ

リスタックボ リュームの容量の問題の解決は,Reader部 に磁気テープボリュームへの退避および復

元などの機能 を入れ,制 御プログラム新規作成の負担 を軽減す るためにIntepreter部 は既存の大記憶

システム入力プログラムを改造して利用するよう配慮しました。

4.1構 成

図4.1構 成 図

注4)ジ ョブを複数個 まとめ て1つ のファイルに編成 した もの.



,

4.2機 能

(1)初 期 設定部(QdaiSYSinINItializemodule)

① プ リスタック入力済～出力中までのジョブファイルの復元 と制御部への処理依頼

② プリスタック入力システム用制御表類の初期設定

③ 頭10文 字がSYSIJOBF.S(一 時 ファイル)の ファイル とプリス タック入力途中のジョブファ

イルのスクラッチ処理

④ 大記憶 システム入力プログラム(DAIN)の 起動

(2)起 動部(QdaiJnputactionmodule)

① プ リスタック入力部の起動

(3)i操 作部(QdaiInputOperationmodule)

① プ リスタック入力部および制御部への制御情報の設定

② プリスタック入力部の一時停止および終了指示

③ ジョブの情報のタイプライタへの表示

(4)プ リスタック入力部(QdaiSYStemINputmodule)

① カー ドリーダか らジョブデックの読込み と大記憶 あるい1よ磁気 テープへのジョブファイル

あるいは集団ジョブファイルの作成 と制御部への処理依頼

② 大記憶に作成されたジョブファイル群 あるいは集団ジョブファイルの磁気テープへの退避

③ 磁気テープ あるいは大記憶から集団ジョブファイルを読込み,大 記1意への ジョブファイル

あるいは集団ジョブファイルの作成 と制御部への処理依頼

(5)制 そ卸部(QdaiInputControlProgram)

① 初 期設定部 およびプ リスタック入力部 より依頼されたジョブの登録 と一定のアルゴリズムに

よりDAINへ の処理依頼

② ジョブの状態の管理

③ 仕分情報作成部および操作部 より依頼 されたジョブファイルの スクラッチ処理

④ プ リスタック入力部へ優先権 あるいは機番別にジョブの情報の通知

(6)仕 分 情報作成部(CLoSeLinePrinteroutputmodule)

① 制 御部へのジョブファイルのス クラッチ処理依頼

(7)リ モー トバ ッチ入力部(RemoteINputmodule)

① 端局からのジョブの入力と,大 記憶へのジョブファイルの作成 と制御部への処理依頼

(8)大 記憶 システム入力プログラム(DAINputmodule)

① 大 記憶のジョブファイルを読み,解 釈 とジョブの制御表お よびデー タファイルの作成

② バ ッチジョブ制御プログラムへ実行依頼

5.制 御語 と制御表

以下に述べ る制御語 と制 御表はプ リスタック入力システムで特に使用す るものです.



(1)ジ ョブファイル 名

ジョブファイル名は,ジ ョブ との1対1の 対応づけができるように与えられます.従 ってシステ

ム再開後はこのファイル名 を解釈することによりジョブの情報が分かることにな ります.

① ② ③

SYSIJOBF.Jジ ョブ番号.ジ ョブ優先権 〔.端 局名〕

① ジョブ番号……6桁 の数字

② ジョブ優先権…o～7の 数字((2>参 照)

③ 端局名 リモー トバ ッチジョブの時のみ端局名が設定 され ます.

(2)ジ ョブの情報

ジョブの情報は1語 で表現 されます.

ビ ッ ト→0ユ234567891011121314151617181920212223242526272829303132333435一 一
① 機番

② ジョブ優先権

ジョブファイルを作成す る大記憶装置のア ドレ'スを装置表(後 述)か らの相

対ア ドレス(0～3)で 設定 します.

種別 値

ロー カル パ ッチ

リモー トバ ッチ

0

ジ9ブ

1

汚 プ

2

露 ブ

3

鐙 プ

ジ野プ

4

拷 ブ

ジ会ブ

5

渚 プ

6 7

③

④

⑤

ジ ョ ブ種 類 … …0:ロ ー カ ル バ ッ チ ジ ョブ,1リ モ ー トバ ッ チ ジ ョ ブ

予 備

ジョブ状態 7

1

1

0

1

0

8

0

0

0

1

1

9

1

0

1

0

0

意 味

ジョブファイル アロケイ トだけ(ア ロケイ ト済でもある)

ジョブファイル アロケイ ト済

DAINへ の処理依頼不可

DAINへ の処理依頼済

DAINで の処理済

⑥ 端局番号 端局番号を0～63ま での数値で設定 します.

⑦ ジョブ番号……ジ ョブ番号 を0～220-1ま での数値で設定 します.

(3)装 置 表

これはジョブファイルを作成する大記憶の装置機番 を与 えるものです.

02026272930323335

Q.QIUKKEY

Q.QIUK(+0)

(グ ロー バ ルな 名札 〉(+1)

(+2)

(+3)

この 表 を変 更 参 照 す る時 の キー

0

0

0

0

CONTROLLER

〃

〃

〃

DVA

〃

〃

〃

CHU

〃

〃

〃

CHC

〃

〃

〃

0:使 用可

{ 1:使 用不 可 (例)

CHC:チ ャネル制御装置機番

CHU:チ ャネル装置機番

DVA:デ バイス番号

CONTROLLER:

制御装置番号

CONTDVACHUCHC
　　む　む む　 む 　む

t二≡±当 一
表5.1装 置 表



プ リスタック入力部は,こ の装置表から使用可の装置機番を捜 し,Q.QIUKか ら の相対ア ドレス

を求めます.制 御部は,DAINに 処理依頼する時相対ア ドレスより機番 を求めることになります.

(4)プ リスタックジョブ優先権表 とジョブ番号表

プリスタックジョブ優先権表は,各 優先権 ごとにDAINに 依頼で きるジョブ数の最大値,現 在依

頼 しているジョブ数,ま た当該優先権にジョブがある場合 には,ジ ョブ番号表の先頭ア ドレスが

記入されています.ジ ョブ番号表はジョブの情報 と状態が設定 されています.プ リスタックジョ

ブは,こ の2つ の表で管理 されています.ジ ョブ番号表のことを以後JNLISTと 呼 びます.

Q.QIJPTBLKEY

Q.QIJPTBL

(グ ローバ ル な名 札'

ジョブ番号表がない場合に

は0が 設定 されています

表5.2ジ ョブ優先権表

JNLIST

(この表は必要にな

った時に確保 され

不要 になった ら返

却されます)

①P・inter
次に登録す る位置

②C・unt

登録 されているジョブ数

③JNLISTNXT

次のJNLISTの ア ドレス

ない時は0が 設定 されて
います。

④JOBINF
=(2)の ジョブの情報

1
JOBINFの ない個所は0

が設定されています。

表5.3ジ ョブ番号表

DAINへ 処理依頼する場合には,優 先権の高い方から(優 先権7→0),同 一・優先権の ものは古

いJNLIST(優 先権表へ近 い方につ ながれている)の 古いジョブ(JNLISTの 頭 の方)か ら行な

われます.

(5)プ リスタック入力プログラム接続表 とプログラム表

プ リスタック入力プログラム接続表は,プ リスタック入力部のプログラム表 を接続す るための も

ので,同 一のプログラム名の ものが接続 されないようにしています.プ ログラム表は,プ リスタ

ック入力部が処理す るのに必要 となる制御情報を表にまとめたものです.

Q.QIODLKEY

Q.QIODL

(グ ローバ ル な 名札)

プログラム表が定義され

ていない時は0が 設定さ

れています.



表5.4プ ログラム表

表5.5QCB

これは,QICPがDAINに 情報 を与えるためのQCBで す.QICPは,DAINに 処理依頼が可能

なジョブが発生す ると,ジ ョブファイルや装置に関す る情報 を表に まとめたSIDCB(SystemIn-

putDefineControlBlock)の ア ドレスをキーに してこのQCBに 接続 します.DAINは,モ ニター

よ りこのことを通知 されると起動 され,SIDCBよ り必要な情報 を取 り出してジョブファイルの処

理 をします.

図5.1QCB接 続図 JSIOCB入 出力に関す る制 御情報 をまとめ たもの

FDBフ ァイルに関す る制御情報 をまとめ たもの

UCB装 置に関す る制 御情報 をまとめ たもの

注5)「FACOM230-60シ ステ ム マ ク ロ文 法 編 」 参 照



6.モ ジ ュール詳説

6.1QIモ ジュール

これは,操 作員がプ リスタック入力部 を起動 したい時にタイプライタより以下の形式で タイプイ

ンします.

(1)タ イプイン形式

プ リス タ ック入 力 名,〔入 力装 置機 番〕,〔入 力装 置 ボ リュー ム通 謝,

RQ QI一
〔入 力 ファ イル 名 〕,〔 ジ 澱ブ種 別〕,〔出 力装 置 機 番 〕,

〔出 力装 置 ボ リュ ー ム通 番 〕,〔出 力 フ ァ イル 名〕 〔,ジョブ 番 号 列〕

()の パ ラ メー タは省略 酵

RQタ イプラ イタのRQキ ー を押すこ とを示 します

表6.1Qlタ イプイ ン形式

② オペ ラン ドの説明

① プ リスタック入力名 英字で始 まり8文 字以内の英数字 とピリオ ドで入力名を与えます.

頭文字がLで 始 まる時には,プ¥ヌ 、タック入力部(QSYSII)を

LCMに ロー ドします,

② 入力装置機番

③ 入力装置ボリューム通番

④ 入力ファイル名

⑤ ジョブ種別

⑥ 出力装置機番

⑦ 出力装置ボリューム通番

⑧ 出力ファイル名

⑨ ジョブ番号列

}入力装置の機番 とボ リューム通番 を指定 します.
入 力が大記憶お よび磁気テープの集団ジョブ ファイルの時,そ の

ファイル名 を与えます.

⑥ ⑦ ⑧ のパラメータの指定がある場合,BCD(ジョブ 醐 脇,

C,D)と い うふ うにジョブ種別のつなが りで指定すると指定 さ

れた種別のジョブ は ⑥ ⑦ ⑧ の出力ボリュー ムのファイルに集団

ジョブファイルとして作成 され,そ れ以外のジョブはジョブファ

イル として大記憶に作成されます.

出 力が大記憶のジョブファイルのみの場合は指定する必要 はない

・が,集 団ジョブファイル も作成 したい場合には装置機番 ・ボリュ

ーム通番,集 団ジョブファイル名を指定 します.

(開始 ジョブ番号〕 〔,最終ジョブ番号〕という形式で指定します.

入力が集団ジョブ ファイルの時のみ指定可能で,指 定 された開始

ジョブ=番号か ら最終ジョブ 番号 までのジョブ が処理の対象となり

ます.

③ 処理内容

以上の オペラン ドのパ ラメー タを解釈 しQIDCBと 付属の制御表 を作成 して,誤 まりがなければ,



注5)
EXECマ クロ命令によりプ リスタック入力部(QSYSIN)を 主 記憶にロー ドして実行 を依頼 しま

す.パ ラ メータの指定 とプリスタック入力部の機能はQSYSINの 項 を参照して ください.

6.2QIOモ ジュール

これは,以 下の形式でタイプライクよりタイプインすることにより起動されます.

(1)タ イプイン形式

{1の パラ メー タは この 中の どれか を必 ず指定 します.

表6.2QlOタ イプイン形式

(2>オ ペ ラン ドの説明

① プリスタック入力名

,YAMEYOプ リスタック入力部は入力をやめ,プ ログラムの領域を解放

します.

,TOMAREプ リス タック入力を一時停止 します.HAZIMEに より再開し

ます.

②DSPLY,JOB,ジ ョブ番 号 指定 されたジョブ番号の優先権,機 番,ジ ョブの状態をタイ

プライタに表示 します.

,PRTY,優 先 権 指定 された優先権 に属するすべての ジョブのジョブ番号,機

番,状 態 を表示 します.

,UNIT,機 番 指定 された機番の装置に属す るすべての ジョブのジョブ番号,

優 先権,状 態 を表示 します.

③SCRH,ジ ョブ番号 指定 されたジョブ番号のジョブをJNLISTか ら削除 し,大 記憶のジ

ョブファイルをスクラッチします.

④CHAP,ジ ョブ番号,優i先 権 指定 されたジョブ番号の ジョブを指定 された優先権のJNLIST

に移 します.

注5)「FACOM230-60シ ステムマクロ文法編」参照



⑤INIT,優 先権,個 数 指定 された優先権のジョブについて,DAINに 処理依頼す る際の最大値

をオペ ラン ドに指定 された個数に変更 します.

6.3QSYSINモ ジk一 ル

プリスタック入力部 は,QIで 指 定されたパラメータによってその処理 が異な ります.

1パ ラメータ
越理彩 式1

・typei

type2

type3

type4

type5

type6

type7

②③

○

○

○

○

○

○

④

○

○

○

⑤

○

○

○

⑥⑦⑧

○

○

○

○

○

機 能

入力装置がカー ドリーダで,読 込まれたジョブデック

はすべてジョブファイルとして大記憶に作成されます

入力装置はカー ドll一ダで,読 込まれたジョブデック

のうち,⑤ のジョブ種別以外のジョブは大記憶にジョ

ブファイルとして作成され,⑤ のジョブ種別のジ封ブ

は集団ジョブ ファイルとして⑥⑦⑧で指定された繊カ

ファイルへ出力されます

入力装置はカードリ～ダで,読 込まれたジョブデック

はすべて集潤ジョブファイルとして⑥⑦⑧で指定され

た出力ファイルへ出力されます

入力装置は大記憶で,ジ ョブファイルの内⑤のジョブ

種騎で指定されたジョブ を⑥⑦⑧で指定された出力フ

ァイルへ集団ジョブファイルとして出力します

入力装置は大記憶または磁気テープで,集 団ジョブフ

ァイルをジョブファイルとして大記憶に作成します

入力装置は大記憶または磁気テープで,集 団ジョブフ

ァイルを⑤で指定されたジョブ種霧のものは⑥⑦⑧で

指定された出力ファイルへ集団ジョブ ファイルとして

残りはジ灘ブファイルとして大記憶へ作成します

入力装置は大記憶または磁気テープで,集 鐵ジョブフ

ァイルを磁気テープまたは大記憶へ作成 します

表6.3Q$YSINの 機能

以上のパラメー タ以外の指定はすべてエラー となります.

6.4QiCPモ ジュール

(i)呼 び出 し形式

Xo:処 理形式(イ ンデックスoレ ジス タ)

R:ジョブ の情報(Rレ ジスタ)ジ ョブの情報は5の(2)参 照

TRPS.QICP(モ ニ ター コー一一ル)

→復帰 処理形式によりA(Aレ ジ スタ)に ジョブの情報 あるいはo(ジ ョブ

の情報がない場合)が 設定 される場合があ ります.

(2>処 理 形式 と処理内容.
1区 画は1ビ ットを表わします

をオペ ラン ドに指定 された個数に変更 します.

プ リスタック用ボ リュームに供 している大記憶 ボリュームを使用不可に

します(DMNT).新 たに使用可能 とします(MNT)

機番
MNT

DMNT



①ジョブ の種類o0:ロ ー カルバッチジョブ10:リ モー トバッチジョブ

11:デ マ ン ドジョブ

② 処理形状

leooo0:QONJNLISTに ジ ョブを登録 し,DAINへ の処理を依頼 します。

11000C:ALCTJNLISTに ジ ョブは登録するが,ジ ョブの状態はアロケイ ト

のみ とし,DAINへ の処理依頼はしない.

o1eoo9:QOFFDAINで の処理が済んだのでジョブの状態 をDAIN処 理 済 と

します.

0o1000:SCRHJNLISTか らジョブを醐除し,大 記憶の ジョブファイルをス

クラッチします.

oonoO:GETJ1アロケイト 済のジョブ の中で,指 定された機番に属するジョ

ブ番号の通知 をします.

0o黛o1:GETj2アロケイト 済のジョブの中で,指 定 された優先権 に属するジ

ョブ番号の通知 をします.

oomo:GETJ3アロケイト 済のジョブの中で,ジ ョブ番号が一致するジョブ

の情報を通知をします.

7.お わ9に
※ ※ ※

このシステム設計時の企画にたず さわっていただいた竹下節子 ・大石一・夫 ・石田いつ子およびこ

の計画実現に協力いただいたセンター職員の方々ならびに富士通SE・CE各 位 に感謝 します.こ

のシステムは運用面での考慮や リモー トバッチのインターフェイスが未修正 ということもあって実

質的運用 まではなお しばらく時間がか ・ると思われます。私達 を含めて,セ ンター開所以来一連の
※注6)

運用管理シズテムの開発の任にたずさわってきた春は,当 センター設立時の欝標であ りました

(1>出 来 るだけ多数の 入が気軽に,便 利にセンター を利用できること.

② センター職員 が働 きやすいこと.

〈3)運 用結果が将来の設計,運 用にフィード バックで きること.

の 達成 をB指 して頑張ってきたつもりであ ります.ま た計算機センターのオペ レーティングシステ

ムのあき)方に我々な})の 一石 を投 じてきたと自負 しておるものであ ります.MVの 中 での当センタ

ー一のシステム開発(劇 御プログラム部分)は これをもって最後になると思 われますが,(1>～(3>の 目

標 を達成するために我 々は今後 より…層 努力を続け,メ ー カ側に も厳 しく要望 を出 してい く考 えで

す.最 後にシステムの開発に際 して,当 初 より貴重な御意見 と温い御支援 を寄せて くださった利用
※※ ※

者 の 皆 様 な ら び に 大 野 克 郎 前 セ ン タ ー 長,高 田 勝 現 セ ン ター 長 に 感 謝 の 意 を 表 し ます 。(宇 津 宮 記)

※九州 大学 大型計算機 セン ター

※※九州 大学工 学部

注6)九州大学 大型計算機 セ ンタ広報研究開 発の欄 「vol1,No.1,No.2,vo!5,No.2,No.3,No.4,vol6,No.3,No.4」 参照


